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２
月
27
日
（
火
）、
西
ノ
島
小
学
校
に
て
６
年
生
を
対
象

に
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

西
ノ
島
町
の
行
政
相
談
員
で
あ
る
小
新 

芳
枝
氏
と
、
総
務

省
島
根
県
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
よ
り
藤
井 

豊
氏
、

信
岡 

冴
氏
の
計
３
名
が
講
師
と
な
り
、
行
政
の
役
割
や
そ
の

仕
事
に
つ
い
て
、
生
活
し
て
い
く
中
で
の
身
近
な
話
題
な
ど

を
交
え
つ
つ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
前
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
６
年
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
い
と
て
も
活
発
な
授
業
と
な
り
ま
し

た
。
６
年
生
に
と
っ
て
は
行
政
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き

た
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
員
は
身
近
に
あ
る
様
々
な
問
題
を
公
正
・
中
立

な
立
場
か
ら
解
決
す
る
た
め
の
町
民
の
窓
口
と
な
り
ま
す
。

西
ノ
島
町
で
は
定
期
的
に
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
５
日
（
月
）、
西
ノ
島
町
役
場
に
て
、
自
衛
隊
入
隊

予
定
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
自
衛
隊
に
入

隊
す
る
こ
と
と
な
る
、
石
塚 

準
也
さ
ん
、
福
島 

青
海
さ
ん
、

大
江 

貴
司
さ
ん
に
対
し
、
升
谷
町
長
、
長
谷
川
島
根
地
方

協
力
本
部
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
際
平
和
に
貢
献
す
る

自
衛
隊
へ
の
入
隊
を
決
意
し
た
３
名
の
入
隊
予
定
者
は
、
引

き
締
ま
っ
た
表
情
で
家
族
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
入
隊
を
決
意

し
た
熱
い
思
い
を
込
め
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

升
谷
町
長
か
ら
は
「
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
て　

自
衛

官
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
休
暇
で

『
ふ
る
さ
と
・
西
ノ
島
』
に
帰
っ
た
際
に
は　

元
気
な
顔
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
自
衛
隊
家
族

会
隠
岐
島
前
支
部
及
び
隠
岐
地
区
防
衛
協
会
か
ら
は
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
（
日
）、
隠
岐
島
消
防
署
島
前
分
署
の
指
導
の

も
と
、
西
ノ
島
町
消
防
団
幹
部
・
役
員
・
新
入
団
員
訓
練
が

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
は
、
幹
部
や
消
防
署
職
員
よ
り
指
導
を
受
け
基

本
動
作
や
通
常
点
検
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

消
火
活
動
を
想
定
し
た
ホ
ー
ス
展
張
訓
練
と
、
消
防
ポ
ン
プ

を
使
用
し
た
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

幹
部
・
役
員
は
小
隊
訓
練
を
実
施
し
、
あ
ら
た
め
て
消
防

団
に
お
け
る
規
律
の
大
切
さ
を
確
認
し
、
機
敏
か
つ
統
率
の

と
れ
た
動
き
は
、
新
入
団
員
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
要
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
有
事
の
際
は
、
本
来
の
仕
事
を
離
れ
、

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
消
防
・
防
災
活
動
に
専
念

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
小
島
団
長
率
い

る
西
ノ
島
町
消
防
団
の
よ
り
一
層
の
組
織
力
強
化
の
た
め
、
よ

り
効
果
的
・
実
践
的
な
訓
練
実
施
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
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国際交流員
ウォン・チンイン・クレオ

　おぼろ月夜の美しいこの頃、皆さんいかがおすごしでしょうか。あっと言
う間に４月です！
　アメリカからのクルーズ船が入港したり、国賀開きフェスタが行われたり、
小中学校では入学式が行われます。２月の大雪はまるで遠い過去みたいです。
　今月は、今年の冬の私の活動の一部を振り返ってみたいと思います。

『アジアの料理教室』開催！

ジオパークサポーター講習（初級編）に参加！

焼火神社初詣りへ2日連続参加！

　２月１８日（日）に学校の調理室で『アジアの料理教室』が開かれ
ました！
　実は私は料理が上手ではないので、国際交流員の料理教室はなか
なか開催できなかったのですが、今回は中央公民館の事業で、西ノ島
に実習で来ているベトナムの方と食生活推進協議会の皆さんと一緒に
講師を務め、アジアの料理を参加者の皆さんと一緒に作ってみました！
　私は香港の暖かいデザート「湯

たんえん

円」と生姜スイートスープを教えま
した。生姜スイートスープを作っていた時、参加者の方が味見して「生
姜の味がしますよ」と言っていましたが、私はずっと「生姜の味、薄いな・・・
やっぱり生姜が足りない！」と思っていました（笑）
　なぜかと言うと、香港の生姜は日本の生姜より味と香りが濃く、同じ
量を入れたとしても味が全然違うからです。香港のスイートスープは
生姜の香りと辛さがより一層強いです！

　２月１５日（木）と２０日（火）に開催されたジオパークサポーター
講習（初級編）に参加しました。
　これまでもジオパークに関する仕事やパンフレットの通訳で隠岐のこ
とを少し勉強していましたが、今回の講習を受けてより西ノ島町の地
理や地質のことを知ることができました。
　今回の講習の中で鬼舞の名前の由来も紹介されました。とっても勉
強になりました！

　２月２４日（土）と２５日（日）に焼火神社へ初詣りしました！
　２４日（土）はふるさとこども体験隊と一緒に登り、２５日は船越区
の皆さんと一緒に登って祈願してもらいました。
　２５日は、アメリカ出身のエリン先生（中学校外国語指導助手）、ベ
トナム出身の実習生の皆さん、私を含めてイギリス出身３名（うち２
名ニュージーランド在住）も参加し、とっても国際的なメンバーでの初
詣りとなりした（笑）
　二日連続の山登りはいい運動になりましたし、いい写真もたくさん
撮れたし、神

じんば

葉もいっぱい食べました！ご利益抜群です！

2/18

2/15・20

2/24・25

▲左上から時計回りに湯円、
　鶏肉のベトナムスープ、
　隠岐の混ぜご飯

▲初詣りの直会で出される膳
　左上から時計回りに神葉、
　煮豆、塩サバの煮つけ、
　味噌汁、湯呑、お神酒
　ごはん


